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T05a 「ひとみ」SXS精密分光による銀河団プラズマの新Ｘ線スペクトル構造探査
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銀河団をはじめとする宇宙の希薄な高温プラズマは，精密Ｘ線分光による基本的物理量 (温度・元素組成・速
度構造など) の直接測定によってその理解が飛躍的に進むと期待される。スペクトルデータから物理量を導き出
すうえで不可欠なのがプラズマコードである。プラズマコードによる放射モデルと実観測スペクトルとのずれは，
検出器較正やプラズマコードそのものの不完全性・不定性に起因することがしばしばである。しかし，放射モデ
ルには考慮されていない未発見の物理現象がデータに反映されている可能性もある。
われわれは「ひとみ」衛星搭載Ｘ線マイクロカロリメータ SXSによってペルセウス座銀河団の中心部を観測し，

世界で初めて鉄K殻輝線も含む帯域での銀河団プラズマの精密Ｘ線分光を実現した。SXSが得たスペクトルは，
ケイ素から鉄・ニッケルまでのK殻輝線を含む 2–9 keVの帯域をカバーしており，現代のプラズマコードにとっ
ての試金石となる。「ひとみ」原子物理チームは，この精密スペクトルをもちいてプラズマコードの性能・系統誤
差評価を行うとともに，これまでのＸ線観測では分光能力不足で検証できなかった新しいスペクトル構造の探査
をおこなった。本講演ではとくに，高温プラズマが冷たい中性ガスと衝突した際に起きる電荷交換反応，衝撃波
や活動銀河核によるエネルギー注入がつくる非熱的電子との相互作用，の 2つについて，探査結果を報告する。


